







その他のタイトル Representation of Colonial Koreans Resident in
Mainland Japan in Hashi no nai kawa : Post-War




































－101－   
う存在が大きく扱われるようになったことについて、住井の問題意識の変化を検討するこ  














































がないのに、なんでわてらはエツタですネ。」   
（ぬい：引用者注）「そんならきくけどな、大将や大臣や天皇さんは、どこぞちごてる  


























































































































































































ママ   き上ぼされていたのだ（中略）男はうなずき、うなずき、またうなずく。  
－108－   




て1■ 前に来日した。はじめは「青雲の志を抱いての苦学生だした。それが一年ともたずに労働  
者になって…」（七巻、－○九頁）という朴は、朝鮮に帰国し、自丁解放運動に身を投じる  























げりが見え始め18、一九二九年には途絶えてしまう。   
物語では、白丁の朴と、「小森」の人々は、心を通わせている。しかし一九二○年代当時  
の、朝鮮半島出身者に向けられる一般人の視線を、住井が十分に理解していたと思われる  








































































場した背景には、敗戦後の在日朝鮮人をめぐる行政の政策転換があると考えられる○   
一九五九年の帰国事業は、朝鮮総連が主体となって推進されたものである。一九五○年  





























































注   
1最終的な定本としては、新潮文庫から一九九七年、r住井すゑ作品削が出版されており、標準語から   
方言への数箇所の昏き換えがなされた「棉のない川Jの改訂版が収められている。本論での㌻橋のな   
い〃＝からの引用はすべて、新潮文庫版、r住井すゑ作品別（一九九七年）からのものである¢  
空 白丁のルーツは高菜時代（九三六～一三九二）にまでさかのぼると言われており、異民族説、政治犯   
説などがある。族譜（戸籍）を持つこと、常民との通婚、職業選択の自由などが厳しく禁止されてい  
た。参考（金永大r朝鮮の被差別民衆」解放出版社、一九八八）。  
3 これは住井の一貫した主張であったが、有名なのは、住井が九十歳の時に行った武道館での講演であ  
る。この時の模様は、r九十歳の人間宣言j（岩波曹店、一九九ニ）にまとめられている0  
4 小原亨「討諌」r部落問題研創一六四号、（部落問題研究所、二00三）。小原は、「r橋のない川jに  
ー113－   
は天皇批判はあるのだが、天皇制の国家構造の中での身分制が部落差別の根幹にあるのだという国家   
論はない」と述べている。  
5 川端俊英「部落問題文芸研究三○年の歩み一部落問題研究所創立六○周年に寄せて」陀β落問題研究』   
仙一八五号、（部落問題研究所、二00八）。  
6 注4に同じ。  
7 桑原律「住井すゑの児童文学の思想と作風」r部落問題研究j一六四号、（部落問題研究所、二00三）。   
桑原は、住井の児童文学には思想が如実に表れているものの、「テーマ性」があからさまで、読後の感   
動を損なうと指摘している。  
8 『子供の村』は『住井すゑ作品集 第三集』（新潮社、一九九九）に収録されている。  
9 前掲番、二○九貫。  
10 前掲番、二一○頁。  
11前掲啓、ニー三賞。  
12 前掲審、ニー四頁。  
13 前掲啓、一セセ貰。  
14 櫻木富雄「住井すゑにみる『反則の虚構」rRonzaJ第五号（朝日新聞社、一九九五）。  
15 住井すゑ「F橋のない川を審き解えて‖聞落J第二大骨、（部落間趨研究所、一九七四）。  
16 上田正昭町案良の部落史に学ぶj（明石啓店、一九八九）の年表による。  
17 上原背広町コリアン部落一幻の韓国被差別民・自丁を探してj（ミリオン出版、二00六）。  
18 塚崎昌之「水平社・衡平社との交流を進めた在阪朝鮮人－アナ系の人々の活動を中心に」r水平社博  
物館紀要」九巻、（水平社博物館、二00七）。  
19 第六巻、四九頁。  
20 塚崎昌之、河明生、杉本弘幸、高野昭雄など。いずれもこの一○年の研究である。  
望1杉本弘幸「戦前期「不良住宅地区」の変容過程（上）（下）－「不良住宅地区「「被差別部落」・在日   
朝鮮人」陀柊溶解放研究j一三六号、一三七号、（部落解放・人権研究所、二000）。  
22 河明生「被差別部落民と在日韓人一社会経済史的視点」r現代思想jニセ巻、（青土社、一九九九）。  
23 西田芳正「競合と共棲【在日韓国・朝鮮人と被差別部落の関係性をめぐって」rフォーラム現代社会   
学』二号、（関西社会学会、二00三）。  
24 朴慶植㌻解放後 在日朝鮮人運動史J（三一番房、一九八九）。  
25 注14に同じ（一一貫）。  
28 前田均「住井すゑの戦時下の作品について」r天理大学人確聞題研究室紀要』（天理大学人権問硯研究   
室、一九九八）。  
－114－   
